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研究課題名 小児近視進行抑制治療における網脈絡膜循環及び収差の検討 

試料・情報の利用目的・

利用方法（他機関へ提

供する場合その方法） 

 

小児の成長に伴う近視化は、現在世界的に見ても問題になっています。近視進行に伴い

眼合併症を併発することが多いからです。黄斑疾患、緑内障、網膜剥離が代表的な疾

患になります。 

本研究では近視進行抑制治療を施行していますが、近視抑制効果のメカニズムについて

は一部不明な点があります。当院でのデータを解析することにより今後の近視進行抑制治

療に役立つと考えています。 

研究対象者 2019 年以降に府中病院眼科へ近視進行抑制治療のために受診されたかた。 

利用又は提供する試 

料・情報の項目 

診療の過程で得られた下記項目を本研究に使用させてください。 

診療情報：生年月、性別、視力矯正値、角膜形状解析、収差解析、眼軸長、コントラ

スト感度、網脈絡膜血流の解析、オートレフケラト装置の値 

研究予定期間 機関の長の実施許可日    年    月    日 ～  2030 年 12 月 31 日 

試料・情報の取得方法 
通常診療の過程で得られます 

試料・情報を利用する者

の範囲 

この研究は府中病院 眼科のみで行います 

試料・情報の管理について

責任を有する者の氏名又

は機関の名称 

府中病院 

眼科  氏名：下村 嘉一 

研究に協力したくない場合 
研究への試料・情報の利用についてご同意いただけない場合は下記お問い合わせ先まで

お申し出ください。不同意の場合でも診療に不利益になることはございません。 

利益相反について 本研究に関連し開示すべき利益相反関係にある企業等はありません。 

お問合せ先 

府中病院  眼科 

氏名： 立花 都子 

〒594-0076 大阪府和泉市肥子町 1-10-17  ℡：0725-43-1234（代） 

 


